
【目的】

漢方薬は経験的な医療といわれているが，科学

的に解明することには意義がある．例えば，漢方

薬は煎じて飲むのが一番と従来から言われてお

り，現在普及している漢方エキス薬と漢方煎薬と

の科学的な成分比較研究は重要である．本研究で

は，漢方薬に含まれる特有成分である芍薬中のペ

オニフロリン，甘草中のグリチルリチン酸，麻黄

中のエフェドリンに注目し，漢方煎薬と漢方エキ

ス薬の特有成分量を高速液体クロマトグラフィー

（HPLC : high performance liquid chromatog-

raphy）で分析することにより煎薬の有効性を科

学的に明らかにし，また，煎じる煩雑さを改める

電子レンジ抽出法を試みた．

【方法】

漢方薬は，葛根湯，白虎加人参湯，補中益気

湯，十全大補湯の４種の煎薬とエキス薬を用い

た．煎薬の試料溶液の調製方法は日本薬局方の煎

じ薬方法に従った．すなわち，煎薬１包に蒸留水

３００mLを加え，半量になるまで煎じ，煎液を別

容器に移す．残った和紙袋は水洗し，洗液を先の

煎液に合わせ，冷却後，蒸留水を加えて５００mL

とし濾過後，濾液５mLに蒸留水で５０mLとした

液を煎薬の試料溶液とした．一方，エキス薬の試

料溶液は，０．１gに蒸留水５０mLを加え濾過し調

製した．また，煎じ抽出液は，煎薬１包に蒸留水

３００mLを加え煎じたものとした．一方，電子レ

ンジ抽出の試料溶液は，煎薬１包をとり，和紙袋

を開封し刻み生薬のみを電子レンジ用煮出し茶器

に入れ，蒸留水３００mLを加えて，電子レンジで

５，８，１０分間抽出を行い調製した．エキス含量

の測定は，試料溶液を濾過し，濾液５０mLを重

量既知の蒸発皿にとり，水浴上で蒸発乾固後，乾

燥し，デシケーター中で冷却後，蒸発皿の重量を

計測し，エキス含量を求めた．最終容量から乾燥

したエキス含量から比較試験を行った．なお，標

準溶液及び試料溶液HPLCで分析した．自動積

分法によりピーク面積を測定し，絶対検量線法に

より含量を求めた．

【結果】

４種の漢方薬における，HPLCのクロマトグ

ラムのパターンは煎薬，エキス薬ともに同じパ

ターンを示した．１日の処方量当たりの特有成分

の含有量は，葛根湯のペオニフロリン含有量は煎

薬１７．８±０．３２mg，エキス薬１２．５±０．９３mg，グ

リチルリチン酸は煎薬４４．５±１．０７mg，エキス薬

３５．４±１．１８mg，エフェドリンは煎薬１６．７±１．５０

mg，エキス薬９．１７±０．９７mg，白虎加人参湯の

グリチルリチン酸は煎薬４５．３±３．３４mg，エキス

薬１８．５±１．７８mg，補中益気湯のグリチルリチン
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酸は煎薬４４．８±１．６３mg，エキス薬２０．２±１．６２

mg，十全大補湯のペオニフロリンは煎薬７１．０±

３．０４mg，エキス薬２９．９±１．８５mg，グリチルリ

チン酸は，煎薬５６．６±１．４４mg，エキス薬１７．４±

２．５８mgであった．また，電子レンジ抽出による

４種の漢方薬のグルチルリチン酸量ならびにエキ

ス量は，日本薬局方の煎薬と比較し同等以上で

あった．

【考察】

煎薬はエキス薬より有意に特有成分の含有量が

高かった．この結果は，エキス薬が，生薬を抽出

後，エキス末として製剤化しているため，不安定

な成分は抽出後に濃縮や乾燥等の製造工程や時間

経過とともに減少していくものと考えられる．煎

薬の有効性がHPLC法による成分分析により証

明された．また，漢方治療のなかでエキス薬が定

着しているが，本来，漢方薬は煎じるという行為

が基本であるが，非常に煩雑なため利用されてい

ない．しかし，本研究により電子レンジ抽出によ

る煎薬調剤は非常に簡便で有効な方法であること

が証明された．

単一の化合物からなる西洋薬に比べ，多成分か

らなる漢方薬は多彩な作用ベクトルをもち，様々

な症状に対応できる．それゆえ，漢方薬のような

複合成分系薬物を対象とした成分比較研究は意義

がある．
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